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5．ヒ＝一ズ温度計

糸川英夫・吉山 巌・井　上　俊　夫

まえがき

　ロケットが飛しょう中に，空気力によって発生する温

度上昇を知ることは，構造材料の適否を決定する上にき

わめて重要な事柄である．しかしながら飛しょう中の温

度を測定する枝術は白金線，抵抗線等による方法があ

るが，いずれも増幅器を必要とし，増幅技術がきわめて

難しい・

　増幅器を必要としない温度測定法としては，それぞ

纏麟磐茎灘朧調賦禦套旗
タに入力として与える方法を128」型ロケットの頭部に

取り．付け．て飛しょう実験を行っな・突験回数が1回のみ

であったので十分の資料としてのものは得られなかった

が，今後の研究によって（取付法等）ロケットの温度測

定が容易になるものと思われる・

　なお温度計としてのFuseの製作に当っては，第4部

金森教授等のご援助により中村康治技官が製作された・

紙上を借りてご協力下さった方々に謝意を表する次第で

あろ．

　1）温度測定位置と取付具

　温度を簡単に測定できるならば，ロケットの軸方向に

沿って測定することが好ましいのであるが，テレメータ，

エンジン部のためにFuse温度計では測定できる範囲が

おのずから制限され，結局頭部でP，の圧力測定された

付近が適当であるとの結論から，先端より254mmの内

壁に適当な型にした，溶融点の異なったFuseを数個取

り付けることにした・
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弾力によって切断されるものと考えられる・

　2）Fnse温度計と取付法

　試験用Fuseは径3φの棒のものを試料としていた

だいたのであるが，このままでは取付が困難なので取

1付具に合わせてU字型に鋳造し直した．7号機に使用し

たFuseを第2図の写真に，使用したFuse温度計の

組成を第1表に示す・

No　1；　　46．7°C

Pb　　　　22．6タ6

Bi　　　44．9〃

Cd　　　　5．3〃

Sn　　　　8．3〃

In　　　18．9〃

No　4；　　124DG

Pb　　44．7％

Bi　　55．3％

第2図
第　1　表
No　2；　　70DC　　No　3；　　102．　sec

　Pb　　27，0％　　　Bi　　54．0％

　Bi　　5①．　O％　　　Cd　　20曹0〃

　Cd　　 10，0〃　　　　S且　　　26．O〃

　Sn　　13，0〃

No　5；
BC

144eC　ND　6；　 199°C．

60．Oヲゐ　　　S［二　　91・Oヲ6

40．0〃　　Z皿　　9．0〃
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　取付具は第1図に示すベークライト製で，コーンの内

壁に外部よリピンで固定できるようにLてあり，Fuse

は0リングの弾力によって内壁に密着されるように取り

付けられる・そしてテーパーボルトを締めることによっ

てFuseの取付部分が広がり，さらに圧着されるように

なっている，したがってFuseが溶融すれば0リングの

ク1二さ、

紅一2　．v

臨笈協
ここ＼、L、一レ・
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第3図

　なお第1表ば

第4部中村康治e

技官によって与

えらボた資卸斗に

もとつくもので

sる．

　Fuse　の取付

法はNo　1から．

No　5　ま　での

Fuse　をベーク

ライト製の取付

具の0リングに

逆U字型にして

バンドで片側ぱ

固定し，片側ば

電気的に接続さ
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第9巻　第4号

れている程度で多少の上下の月由を持たせてある・・これ

はテーパーボルトで締付けた時にFuseが折れる心配が

あったからである，

　Fuseの取付状態を第3図に示す．

　3）　電圧出力回路

　Fuseの溶断時における電［E変化をどのような形で

取り出すかについて検討した結果，第4図にラすように

Fuseと抵抗を直列に1．，これをすべて並列に接続して

抵抗5kΩの両端の電圧降下を第5図に示すような階．段

状の変化になるよ5，Fuseとの接続抗抵値をそれぞれ

変えてある．電源としては22・5，Vの積層乾電池1ケを

使用した．
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　　　　　　　　1ユース切断個歌

　　　　　　　　　　第5図

　4）機体取付法

　Fuseは第6図，第7図のよ5に1組立てられた後，

ロケット頭部内に第8図のようにきっく押込め、頭部の

あらかじめあけておいた穴の位置で，一度ドリルで取付

具のべ一ク部分に穴をあけ，ピンを円く入れて固定し，

表面をぎれいに仕上げる．内部に入れた時の写真を第8

図に示す．また第9図は温度計を取り付けた時の概略図

ユ97

第8図

であろ．

　5）実験結果

　71｝機に取ウ

付けて．飛しょ）

実験を昨年ユ2

A13日行った

結果でに，No

1の46．7℃の

Fuseだけが溶

断したのみであ

って，予想しt：

温度上昇はみら

れなかった・
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第9図　カッパ128J－T型ロケットFuse温度計tSよび加速度計取付位置（7号横）
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